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日 時：平成 28年 11 月 29 日（火）19：00～21：00（受付 18：20） 

講 師：渕 雅子氏（九州栄養福祉大学 リハビリテーション学部 作業療法士） 

場 所：小倉医療センター 地域医療研修センターかもめ 

会 費：会員外参加 4,000 円 

 

出欠は，11 月 22 日（火）までに下記宛にメールでお申し込みください． 

 

勉強会の予定：● 【肩こりを解く】（仮）  赤田 遼平先生 

 

メール：北九州臨床リハビリテーション勉強会総務担当 本田まで 

      kitaben@nifty.com 

 

北九州臨床リハビリテーション勉強会 HP 

http://www7a.biglobe.ne.jp/~kitareha/index.html 

平成 28年度第 5回北九州臨床リハビリテーション勉強会開催のご案内 

 

■講師プロフィール：渕 雅子（ふちまさこ） 

1981 年 3月 労働福祉事業団 九州リハビリテーション大学校卒業 

1981 年 4月 労働福祉事業団 九州労災病院就職 

1990 年 10 月 誠愛リハビリテーション病院 入社 

2013 年 6月 誠愛リハビリテーション病院 リハビリテーション部 副院長 

2016 年 4月 九州栄養福祉大学に就職，現在に至る。 

【保有資格】ボバースアプローチ成人片麻痺上級講習会国際インストラクター 

【社会的活動】 （社）日本作業療法士協会 認定作業療法士・専門作業療法士取得研修

講師、一般社団法人回復期リハビリテーション病棟協会 理事 

【認定資格】健康運動指導士 

対象者（当事者）の活動と参加をセラピストはどう支援すればいいか？ 

～回復期リハの経験から～ 

 

講演要旨 

 回復期リハビリテーション（回復期リハ）を担う回復期リハ病棟では、大変多くの若いセラピス

トが従事している。そしてそこに求められるのは、最大限の機能回復と、それを活動と参加に

活かすことである。しかし、最近ではリハビリテーションの分業が進み、ある領域、ある病期しか

みないというセラピストも多くなった。その中で活動と参加のパフォーマンスをいかに支えるかに

ついて、回復期リハ病棟での経験から提案する。 
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